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　厚生年金・国民年金の「老齢年金」など、老齢 ( 退

職 ) を支給事由とする公的年金は、税法上「雑所得」

として所得税の課税対象になります。　　　　　

　このうち、「老齢年金」の額が１０８万円以上 (６５歳

以上の人は１５８万円以上 ) の人については、所得税

を源泉徴収することになっています。

　「老齢年金」受給者全員に、来年1月末までに社会

保険庁から「公的年金等の源泉徴収票」を送付しま

す。源泉徴収票には、この１年間に支払われた年金

の総額、源泉徴収税額、控除の内容などが記載され

ていますので、ご確認ください。

　「老齢年金」から所得税を源泉徴収された人で、

年金以外に給与等の収入がある人や、2カ所以上の

年金支払者（社会保険庁と共済組合など）から年金

を受けられている人は、確定申告が必要です。

　また、源泉徴収税額を納めすぎている人は、確定

申告時に源泉徴収票を添付すれば、納めすぎた所

得税の還付を受けることができます。

　なお、「障害年金」や「遺族年金」については非課

税のため、源泉徴収票の送付はありません。

※源泉徴収票を紛失された場合は再交付ができま

す。社会保険事務所や岡山年金相談センター、ま

たは『ねんきんダイヤル』（�０５７０－０５－１１６５）

までお申し出ください。

■問い合わせ

市民課年金係（��０２５３）

岡山社会保険事務局高梁事務所（��０５７２）
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税務課収税係 
（��０２１５）

固定資産税・都市計画税【第３期】

国民健康保険税（普通徴収）【第６期】

介護保険料（普通徴収）【第６期】

保険課健康保険係 
（��０２５８）

後期高齢者医療保険料（普通徴収）
【第６期】
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歴史美術館収蔵品展Ⅱ

平木政次のデッサン

　本館所蔵の洋画家・平木政次（１８５９～１９４３）の

残したデッサン画を公開します。

会　期：１月１０日（土）～２月１日（日）

時　間：午前９時～午後５時
　　　　 （入館は午後４時３０分まで）

入館料：大人３００円、小中学生１５０円
【年末年始の休館日】

　１２月２８日（日）～１月４日（日）

歴史美術館 （�� 0180)　休館日 毎週火曜日

総合文化会館 （�� 1040)　休館日 毎週火曜日

成羽町美術館 （�� 4455)　休館日 毎週月曜日

児島虎次郎を 偲 ぶ絵画展
しの

　市内の小中学生による作品を展示します。風景

や友達の絵、学校行事の思い出など、楽しい思い

の詰まった作品の数 を々どうぞお楽しみください。

会　期：１月１０日（土）～２月８日（日）
時　間：午前９時３０分～午後５時
　　　　 （入館は午後４時３０分まで）

※本展のみご覧になる場合は無料

【年末年始の休館日】
　１２月２８日（日）～１月５日（月）
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「パイロット」
水道を使っているとき
はここが回転します。

第７回高梁市文化講演会

ピーコ　トークショー
－片目を失って見えてきたもの－

　歯に衣着せぬ痛快な語り

口で、幅広い世代から支持

を集めるピーコ。一方で４０

代半ばで、がんの宣告を受

け左目を摘出。死と向き合う

中で見えてきたものとは…。

日　時：１月２４日（土）午後２時開演
　　　　（午後１時３０分開場）

入場料：５００円（全席自由）
【年末年始の休館日】

　１２月２８日（日）～１月４日（日）


